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ポイント❶　建設場所

　令和２年３月末の市民会館の閉館後、ホールや図書館などの機能を集約した「複合文化施設」建設
の検討が市執行部によって進められていますが、閉館から２年以上経過した令和４年６月の時点で、
未だ建設に向けた整備基本計画の策定に至っていません。

　議会では、定例会中の一般質問や各常任委員会において、検討の進捗状況の確認や、建設地・事業
手法などに関する議論が行われてきましたが、令和４年第２回定例会最終日の６月２３日、議員から

「複合文化施設建設特別委員会」の設置に関する議案が提出され、賛成多数で可決。委員長に岡野孝
男議員、副委員長に石橋保卓議員が選出されました。
　全議員が委員となり構成する複合文化施設建設特別委員会は、現在、令和４年９月に見込まれる整
備基本計画の策定に向け、集中的に審査・調査を進めています。
　今回は、これまで市執行部が検討してきた内容のうち、事業を左右する大きな２つのポイントにつ
いてご紹介します。

　これまで建設候補地として挙げられてきたのは、「イベント広場」と「駅東地区（鹿島鉄道跡地・
駅東市営駐車場）」の２か所。
　７月１２日に開催した特別委員会において、市執行部から「駅東地区」へ建設する方針が示され、
委員からは、各候補地の評価手法に関する疑問や、駅東地区の土壌改良の必要性に関する懸念など、
さまざまな意見が出されました。

【イベント広場】

【駅東地区】
・鹿島鉄道跡地
・駅東市営駐車場

石岡駅

石岡駅周辺の上空から撮影した航空写真

どうなる、市民会館後継施設
 ～複合文化施設建設特別委員会を設置～
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ポイント❷　事業手法

　複合文化施設建設事業における設計・建設・運営などの手法について、市執行部は「ＰＦＩ手法」
で進める方針を示しています。

　７月 12 日に開催した特別委員会では、市執行部から、ＰＦＩ手法導入に関する検討結果として、
ＰＦＩ【ＢＴＯ】方式（民間が施設を建設し、所有権を市に移転した上で、民間が維持管理・運営を
行う方式）が妥当であるとの説明があり、委員からは、ＰＦＩ手法のリスクに関する質問や意見など
が出されました。

市議会ホームページで、複合
文化施設建設特別委員会の記
録を公開しています。

特別委員会

　特定の案件や、市政において特に重要な事項を審査・調査するため、議
会が必要と認めた場合に設置されるのが、特別委員会です。
　当市議会では毎年度、予算・決算の審査に関して特別委員会を設置する
のが例となっていますが、予算・決算以外で、市執行部が進める特定の案
件に関する特別委員会が設置されるのは、平成 26 年度の「庁舎建設特別委
員会」以来８年ぶりとなります。 委員会の記録

▲ＰＰＰ／ＰＦＩの概要（内閣府資料より）
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第３回臨時会
[ ４月２８日 ]
第２回定例会
[ ６月７日～６月２３日 ]

第
３
回
臨
時
会　

条
例
改

正
や
コ
ロ
ナ
対
策
予
算
な

ど
を
審
議

　

第
３
回
臨
時
会
で
は
、
市
長
か
ら
５

件
の
議
案
が
提
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

市
長
が
専
決
処
分
し
た
石
岡
市
税
条

例
等
の
一
部
改
正
な
ど
の
承
認
を
求
め

る
議
案
３
件
は
、
い
ず
れ
も
地
方
税
法

等
の
一
部
改
正
に
よ
る
も
の
で
、
内
容

と
し
て
は
、
住
宅
借
入
金
等
特
別
税
額

控
除
の
適
用
期
限
延
長
や
、
国
民
健
康

保
険
税
の
課
税
限
度
額
の
引
き
上
げ
な

ど
で
す
。

　

令
和
４
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
１
号
）
は
、
１
億
６
５
５
１
万
円

を
追
加
し
、
歳
入
歳
出
総
額
を

３
５
４
億
２
５
５
１
万
円
と
す
る
も
の

で
、
主
な
内
容
と
し
て
は
、
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
応
地
方
創
生
臨

時
交
付
金
を
活
用
し
た
コ
ロ
ナ
対
策
に

要
す
る
経
費
で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

提
案
理
由
の
説
明
の
後
、
条
例
改
正

の
内
容
や
補
正
予
算
の
各
施
策
に
つ
い

て
の
質
疑
、
討
論
を
経
て
、
採
決
の
結

果
、
い
ず
れ
も
原
案
の
と
お
り
可
決
し

ま
し
た
。
そ
の
ほ
か
、
議
員
か
ら
「
徳

増
千
尋
議
員
に
対
す
る
辞
職
勧
告
決
議

案
」
が
提
出
さ
れ
、
賛
成
多
数
で
可
決

し
ま
し
た
（
法
的
拘
束
力
は
あ
り
ま
せ

ん
）。

第
２
回
定
例
会　

市
長
提

出
の
６
議
案
を
審
議　

　

第
２
回
定
例
会
で
は
、
市
長
か
ら
６

件
の
議
案
が
提
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

令
和
４
年
度
石
岡
市
一
般
会
計
補
正

予
算
（
第
２
号
）
は
、
２
億
４
５
７
万
３ 

０
０
０
円
を
追
加
し
、
歳
入
歳
出
総
額

を
３
５
６
億
３
０
０
８
万
３
０
０
０
円

と
す
る
も
の
で
、
低
所
得
の
子
育
て
世

帯
に
対
し
10
万
円
（
国
財
源
５
万
円
＋

市
独
自
上
乗
せ
５
万
円
）
を
給
付
す
る

経
費
な
ど
で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

令
和
４
年
度
石
岡
市
一
般
会
計
補
正

予
算
（
第
３
号
）
は
、
２
億
５
９
７ 

４
万
５
０
０
０
円
を
追
加
し
、
歳
入
歳

出
総
額
を
３
５
８
億
８
９
８
２
万
８
０ 

０
０
円
と
す
る
も
の
で
、
つ
く
ば
エ
ク

ス
プ
レ
ス
の
延
伸
に
向
け
、
市
民
の
機

運
を
醸
成
す
る
た
め
、
協
議
会
の
負
担

金
や
啓
発
活
動
に
要
す
る
経
費
な
ど
で

構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

今
回
市
長
か
ら
提
出
さ
れ
た
議
案
は
、

採
決
の
結
果
、
い
ず
れ
も
原
案
の
と
お

り
可
決
し
ま
し
た
。

複
合
文
化
施
設
建
設
特
別

委
員
会
の
設
置

　

定
例
会
最
終
日
に
、
岡
野
孝
男
議
員

（
ほ
か
賛
成
者
６
名
）
か
ら
、
議
員
提

出
議
案
「
複
合
文
化
施
設
建
設
特
別
委

員
会
の
設
置
に
つ
い
て
」が
提
出
さ
れ
、

討
論
、
採
決
の
結
果
、
原
案
の
と
お
り

可
決
し
、
同
特
別
委
員
会
が
設
置
さ
れ

ま
し
た
。



ギカイの視点

いしおか市議会だより　第84号
令和４年９月1日　発行

5

補正
予算 つくばエクスプレス（ＴＸ）の石岡への延伸に向けて

ＴＸ延伸推進経費２１５万７千円を計上

第２回定例会

補正
予算

薬局で無料ＰＣＲ検査
などを実施
県の事業終了を受け、市が独自で

第３回臨時会

補正
予算

プレミアム付デジタル
商品券を発行
マイナンバーカード＆スマホで購入

第２回定例会

　茨城県が、つくばエクスプレス（ＴＸ）の延伸ルー
トを４方面（筑波山・土浦・茨城空港・水戸）から
１つにしぼるための調査費を令和４年度予算に計上
したことを受け、各方面に関係する自治体の動きが
活発になっています。
　今回の補正予算では、広報啓発を目的としたポス
ターコンクールの実施に係る経費のほか、茨城空港
経由で水戸への延伸を目指す「ＴＸ水戸・茨城空港
延伸促進協議会」負担金２０万円、石岡市経由で茨
城空港への延伸を目指す「ＴＸ石岡延伸推進協議会」
負担金１８２万４千円が計上されています。
　各協議会では、行政や関係団体が一体となって延
伸推進に向け取り組んでいます。

問
石岡を通って茨城空港、その後水戸に延伸す
る場合、ばく大なお金がかかると思うが、総
事業費の見込みは？

答 参考として、これまでのつくばエクスプレス
の建設事業では、１キロメートル当たり 138
億６千万円かかっている。つくば駅と茨城空
港間は直線距離で約 30 キロメートルで、単
純計算した場合 4,200 億円となる。

問 協議会の今年度の具体的な活動予定は？

答 市主催・協議会を通じた啓発活動、署名活動、
茨城県への要望活動を進める予定。今後
協議会において具体的に検討する。

問 ＰＣＲ検査委託料 3,366 万円の積算根拠は？

答 ＰＣＲ検査委託が 1,800 人分、抗原検査委託
が 2,160 人分で、合計 3,366 万円を計上して
いる。

　令和３年末から県の事業として始まった薬局での
無料ＰＣＲ検査などが終了予定であることを受け、
市独自で薬局等での検査を令和５年３月末まで継続
するほか、薬局等へ行くのが難しい市民に抗原検査
キットを郵送する事業として 3,779 万４千円を計上

（※補正予算審議時、県の事業は６月末で終了予定
だったが、その後８月末まで延長された）。

問
デジタル商品券、マイナンバーカード、統一
ＱＲコードの３つの取組を連携させて進める
とのことだが、他自治体で同様の取組を進め
ている動きはあるのか？

答 マイナンバーカードによる個人認証を経由し
たデジタル商品券発行事業と統一ＱＲコード
決済導入促進奨励金を組み合わせた
当事業は、全国初と考えている。

　マイナンバーカード所有者がスマホアプリを介し
てデジタル商品券（最大 5,000 円に 40％のプレミ
アムを上乗せした 7,000 円分）を購入、市内に限り
利用できるようにすることで地域経済の活性化を図
る。本事業に併せ、事業者が統一ＱＲコード決済を
導入する経費への補助も実施。



■全会一致で可決・採択

議員名

案件名

専決処分の承認
（石岡市税条例等の一部改正）

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

専決処分の承認
（石岡市国民健康保険税条例の一部改正）

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

徳増千尋議員に対する辞職勧告決議 ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ － ● ●

工事委託契約の締結
（令和４年度市道Ｂ３７６０号線道路整備事業）

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

複合文化施設建設特別委員会の設置 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ● ○

■賛否が分かれたもの（賛成多数で可決）
※「○」は賛成、「●」は反対、「－」は退席等
※議長は、採決に加わりません。

≪会議の欠席状況≫ なし

第２回定例会

令和４年度石岡市一般会計補正予算（第２号）

令和４年度石岡市一般会計補正予算（第３号）

令和４年度石岡市介護サービス事業特別会計
補正予算（第１号）

令和４年度石岡市一般会計補正予算（第４号）

損害賠償額の決定及び損害賠償請求に関する
和解（茨城県青少年の健全育成等に関する条
例違反事件により提訴された損害賠償請求に
係るもの）

霞ヶ浦（那珂川）導水路早期実現に関する請
願（紹介議員：関口忠男）

第３回臨時会

予算 令和４年度石岡市一般会計補正予算（第１号）

専決処分の承認
（石岡市都市計画税条例の一部改正）

損害賠償額の決定及び損害賠償請求に関する
和解（八郷総合運動公園における物損事故に
係るもの）

議案の審議結果
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補正
予算 敬老会事業の見直し

高齢者全員に記念品等を配布

第２回定例会

問 全員に郵送配布することについて、郵送料も
もったいないと感じるし、ばらまきではない
かと思うが、市の認識を伺う。

答 市として公平性を確保したいこと、新型コロ
ナウイルス感染症の拡大を防ぐ考えから、今
年度は対象者全員への郵送配付とした。次年
度は実行委員会とも協議を図り、併せて市の
財政負担等も協議しながらよりよい
方向性を検討していきたい。

　今年度当初、市が節目の記念品を対象者に直接郵
送し、敬老会を開催する地区に対しては市から地区
に補助金を交付するとしていた敬老会事業を見直す
もの。敬老会開催への補助金交付を中止し、節目の
記念品に加え、それ以外の高齢者にも 1,000 円分の
プラチナ応援券を郵送する。

請願
陳情

霞ヶ浦（那珂川）導水路
早期実現に関する請願

第２回定例会

　第１回定例会最終日に産業建設委員会へ付託さ
れ、議会閉会中に継続審査していた請願について、
第２回定例会開会日に採決を行いました。

　　　　　　霞ヶ浦（那珂川）導水路について、一
向に解決が見られない状況にあり、石岡地区の農業・
山林を守るため、早急な行動を求める

請願趣旨

　　　　　　「霞ヶ浦の環境を守るということでよ
いのではないか」、「環境を守る、水質を浄化しよう
という思いは、請願者ばかりではなく、市民、議会
の共通の思いであり、ぜひ石岡市環境基本計画にい
ずれ機会を捉えて組み入れていただきたい」などの
意見が出されました。

委員会の意見

　　　　　　採択審査結果



紙面の都合上、 で色付けした項

目のみ掲載しています。

※スマホなどで、各議員のページに掲載

している二次元コードから、すべての質

問の録画映像をご覧いただけます。

一般質問
[６月１３日～６月１５日]

質問者 質問項目 頁

櫻井 茂
複合文化施設

８
少子化対策

岡野 孝男
家畜伝染病予防

土砂等による土地の埋立て等

飯村 一夫
石岡市の健康診断

９
石岡市の救急搬送体制

石橋 保卓
公正かつ効率的な事務事業の進
め方

谷田川 泰

石岡駅周辺整備事業の進捗状況

10

駅前・東ノ辻線の早期完成に向
けた取組

複合文化施設

新田 茜

石岡市における婦人科がん検診
状況と検診受診率向上の取組

石岡市の子育て支援策

柏原野球公園テニスコートの整備

髙野 要

石岡地域医療計画

11

職員をパワハラから守る方策

水稲に係る病害虫の防除への補
助金創設

市道沿線の除草及び街路樹の管理

質問者 質問項目 頁

玉造 由美

男子用トイレへのサニタリー
ボックス設置

11
投票率アップに向け、有権者が
投票しやすい投票環境の整備

関口 忠男

いばらきフラワーパークの渋滞

12

産業戦略部への名称変更

観光協会法人化

鈴木 康仁

グリーンスローモビリティ実証
調査事業及び導入

街路灯整備

青少年のスポーツ育成及び支援

村上 泰道

教員の働き方改革に向けた実践
モデル校指定に伴う検証

13

小学校・中学校費における学校
管理運営経費及び学校維持管理
経費の予算化の流れ

小松 豊正

「複合文化施設」建設の基本問題

物価高騰に対する学校給食の対応

乗合いタクシーの土日祝日運行
の実施

川井 幸一
石岡市の人口減少について、現
状をどのように捉え、どのよう
な対策を講じていくのか 14

山本 進 石岡市の文化行政とその役割

各議員が、市の行う事業の
内容を問いただしたり、政策
提案をしたりする一般質問。
議員と市執行部との真剣勝

負が繰り広げられます。
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いしおか市議会だより　第84号
令和４年９月1日　発行
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４
月
13
日
に
石
岡

市
内
で
豚
熱
が
発

生
し
、
９
５
１
頭
が
殺
処

分
さ
れ
、
養
豚
農
家
は
経

済
的
に
も
精
神
的
に
も
、

ダ
メ
ー
ジ
は
想
像
を
絶
す

る
も
の
が
あ
ろ
う
か
と
思

い
ま
す
。
そ
も
そ
も
の
発

生
源
は
、
有
害
鳥
獣
、
特

に
イ
ノ
シ
シ
に
起
因
す
る

と
こ
ろ
が
大
き
い
と
思
わ

れ
ま
す
。
そ
の
中
で
、
有

害
鳥
獣
捕
獲
の
徹
底
及
び

豚
熱
の
予
防
に
つ
い
て
、

市
は
ど
の
よ
う
な
対
策
を

し
て
い
る
の
か
伺
い
ま

す
。

　

捕
獲
期
間
が
そ
れ
ぞ
れ

の
市
に
よ
っ
て
ば
ら
ば
ら

だ
と
、
捕
獲
し
て
い
な
い

市
に
イ
ノ
シ
シ
が
集
ま

り
、
豚
熱
が
発
生
す
る
可

能
性
が
高
ま
り
ま
す
。
一

体
と
し
た
捕
獲
作
戦
を

取
っ
て
い
た
だ
か
な
い

と
、
や
は
り
養
豚
農
家
と

し
て
は
不
安
だ
と
い
う
声

が
あ
り
ま
す
。
そ
こ
で
、

豚
熱
防
止
の
た
め
の
今
後

の
取
組
に
つ
い
て
伺
い
ま

す
。

石
岡
市
内
の
養
豚

農
場
で
の
豚
熱
発

生
を
踏
ま
え
、
鳥
獣
被
害

対
策
実
施
隊
の
捕
獲
活
動

を
昨
年
度
よ
り
前
倒
し
し

て
、
有
害
鳥
獣
の
捕
獲
に

努
め
て
い
ま
す
。
豚
熱
の

予
防
対
策
に
つ
い
て
は
、

飼
養
し
て
い
る
豚
へ
の
ワ

ク
チ
ン
の
接
種
の
ほ
か
、

養
豚
農
場
の
衛
生
管
理
を

徹
底
す
る
と
と
も
に
、
野

生
動
物
侵
入
防
止
の
防
護

柵
や
防
鳥
ネ
ッ
ト
の
設
置

を
実
施
し
て
い
ま
す
。
ま

た
、
有
害
鳥
獣
の
捕
獲
強

化
や
経
口
ワ
ク
チ
ン
の
散

布
な
ど
、
野
生
イ
ノ
シ
シ

対
策
を
実
施
し
て
い
る
と

こ
ろ
で
す
。

　

捕
獲
期
間
に
お
い
て

は
、
近
隣
市
町
村
と
で
き

る
だ
け
合
わ
せ
る
よ
う
調

整
を
し
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

今
後
も
県
や
国
の
関
係
機

関
と
綿
密
な
連
携
を
図

り
、
適
切
な
衛
生
管
理
と

豚
舎
へ
の
病
原
体
侵
入
防

止
対
策
の
さ
ら
な
る
徹
底

を
お
願
い
し
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

市
民
会
館
及
び
図

書
館
の
機
能
を
中

心
と
し
た
複
合
文
化
施
設

の
計
画
が
進
ん
で
い
ま
す

が
、
建
設
に
要
す
る
概
算

費
用
と
そ
の
算
出
根
拠
に

つ
い
て
伺
い
ま
す
。

　

特
に
、
建
設
地
の
決
定

に
つ
い
て
は
、
様
々
な
意

見
を
出
し
合
い
な
が
ら
比

較
検
討
を
し
て
い
く
必
要

が
あ
る
と
考
え
ま
す
。
建

物
の
規
模
や
面
積
、
建
設

に
伴
う
費
用
な
ど
が
分
か

ら
な
け
れ
ば
、
検
討
す
ら

で
き
ま
せ
ん
。
ま
た
、
ス

ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
関
し
て

も
、
イ
ベ
ン
ト
広
場
の
場

合
に
必
要
な
発
掘
調
査
期

間
を
想
定
し
て
お
ら
ず
、

公
平
な
比
較
が
で
き
る
か

も
危
ぶ
ま
れ
る
状
況
で

す
。メ
リ
ッ
ト
・
デ
メ
リ
ッ

ト
を
含
め
、
よ
り
詳
細
な

情
報
を
明
ら
か
に
し
、
そ

れ
ぞ
れ
の
候
補
地
に
つ
い

て
公
平
に
検
討
を
し
て
い

く
べ
き
で
あ
る
と
考
え
ま

す
。
今
後
の
建
設
地
の
選

定
に
つ
い
て
、
市
の
見
解

を
伺
い
ま
す
。

概
算
事
業
費
の
算

出
に
つ
い
て
は
、

国
内
同
様
施
設
の
主
な
先

行
例
か
ら
平
均
単
価
と
し

て
平
米
当
た
り
70
万
円
を

設
定
し
て
お
り
、
想
定
の

１
万
２
０
０
２
平
米
に
平

米
単
価
70
万
円
を
掛
け
る

と
84
億
１
４
０
万
円
と
な

り
ま
す
。
さ
ら
に
、
駐
車

場
な
ど
の
周
辺
整
備
に
係

る
経
費
を
加
え
る
と
、
正

確
な
数
字
で
は
あ
り
ま
せ

ん
が
、
１
０
０
億
円
を
超

え
る
こ
と
が
想
定
さ
れ
ま

す
。

　

候
補
地
選
定
の
最
終
段

階
と
し
て
、
こ
れ
ま
で
に

比
較
検
討
し
て
き
た
内
容

に
加
え
、
５
月
に
実
施
し

た
市
民
ア
ン
ケ
ー
ト
で
市

民
の
皆
様
に
理
解
を
深
め

て
も
ら
う
と
と
も
に
、
こ

の
集
計
結
果
を
参
考
に
最

終
案
を
ま
と
め
、
庁
議
に

お
い
て
検
討
結
果
を
報
告

し
、
承
認
の
後
、
で
き
る

だ
け
早
い
時
期
に
議
会
へ

報
告
し
ま
す
。
市
民
説
明

会
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン

ト
を
経
て
、
９
月
を
目
途

に
建
設
地
を
含
め
た
基
本

計
画
を
確
定
し
た
い
と
考

え
ま
す
。

複
合
文
化
施
設

公
平
な
候
補
地
の
選
定
を

豚
熱
発
生
を
受
け
て
、
市
と

し
て
の
予
防
対
策
や
今
後
の

取
組
を
問
う

櫻
さくら

井
い

� 茂
しげる

岡
おか

野
の

　孝
たか

男
お

動　画

動　画

▲�市執行部が行った市民アンケートの結果では、
　イベント広場と駅東地区が拮抗している

市民アンケート
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様
々
な
事
務
事
業

に
お
い
て
、
そ
の

事
業
の
完
成
後
、
あ
る
い

は
進
行
途
中
に
、
か
な
り

高
い
頻
度
で
手
直
し
や
計

画
変
更
が
行
わ
れ
て
き
ま

し
た
。
こ
の
よ
う
な
進
め

方
を
見
て
き
て
、
私
は
行

政
に
対
す
る
強
い
不
信
感

と
、
将
来
へ
の
強
い
不
安

感
を
覚
え
て
い
ま
す
。
な

ぜ
も
う
少
し
ス
ム
ー
ズ
に

事
業
を
進
め
る
こ
と
が
で

き
な
い
の
で
し
ょ
う
か
。

　

複
合
文
化
施
設
建
設
事

業
を
は
じ
め
と
す
る
こ
れ

か
ら
の
事
業
を
公
正
か
つ

効
率
的
に
進
め
る
た
め
に

は
、
行
政
側
と
し
て
の
戦

略
・
目
標
を
し
っ
か
り
持

つ
こ
と
が
必
要
で
す
。
こ

う
い
っ
た
こ
と
を
き
ち
ん

と
市
民
の
皆
さ
ん
に
説
明

し
、
自
信
と
責
任
を
持
っ

て
政
策
を
決
定
・
実
現
し

て
い
く
こ
と
が
今
一
番
求

め
ら
れ
て
い
る
こ
と
で

す
。

　

ま
た
、
共
通
認
識
を

も
っ
て
事
業
を
進
め
る
た

め
に
、
市
長
は
自
分
の
考

え
を
も
っ
と
職
員
に
理
解

し
て
も
ら
え
る
よ
う
に
努

力
す
べ
き
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

各
事
業
の
進
捗
管

理
に
対
し
て
、
報

告
・
連
絡
・
相
談
を
意
識

し
、
優
先
順
位
を
つ
け
て

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
管
理
を
行

い
、
早
め
早
め
に
準
備
を

し
て
い
く
よ
う
指
示
し
て

き
ま
し
た
。
関
係
者
と
の

調
整
や
、
政
策
の
背
景
や

必
要
性
な
ど
、
時
間
を
か

け
て
理
解
を
得
て
い
く
必

要
の
あ
る
事
柄
に
つ
い
て

は
、
そ
の
準
備
期
間
を
踏

ま
え
た
事
業
計
画
に
な
っ

て
い
る
こ
と
も
重
要
で
あ

り
、
無
理
な
進
め
方
に

な
っ
て
い
な
い
か
、
必
要

な
準
備
や
手
続
が
取
れ
て

い
る
か
点
検
を
行
っ
て
い

ま
す
。
市
民
の
皆
さ
ん
に

も
、
誠
意
を
も
っ
て
市
政

運
営
を
説
明
し
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
は
、
こ
れ
ま

で
の
事
業
内
容
を
見
直
し

廃
止
す
る
な
ど
の
調
整
も

必
要
で
あ
り
、
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
の
ウ
エ
イ
ト
も
大
き

く
な
っ
て
き
ま
す
。
持
続

可
能
な
行
政
運
営
の
た
め

に
、
し
っ
か
り
と
成
果
へ

と
結
び
つ
け
ら
れ
る
よ
う

取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

持
続
可
能
な
医
療

体
制
の
確
立
に
向

け
て
、
医
療
費
の
削
減
が

課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
た
め
に
は
病
気
の
早

期
発
見
・
早
期
治
療
が
重

要
で
す
。
当
市
で
は
健
康

診
査
や
が
ん
検
診
を
実
施

し
て
い
ま
す
が
、
現
状
ど

の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
の

か
伺
い
ま
す
。
一
部
の
が

ん
検
診
を
除
き
、
集
団
健

診
で
し
か
受
け
ら
れ
な
い

も
の
が
あ
り
ま
す
が
、
受

診
率
向
上
に
向
け
て
、
こ

れ
ら
を
医
療
機
関
で
も
個

別
に
受
け
ら
れ
る
よ
う
に

す
る
べ
き
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

　

ま
た
、
石
岡
商
工
会
議

所
、
八
郷
商
工
会
に
お
い

て
も
定
期
健
康
診
断
が
行

わ
れ
て
い
ま
す
。
各
商
工

会
は
、
会
員
向
け
に
受
診

費
用
の
助
成
を
し
て
お

り
、
受
診
者
数
は
年
々
増

え
て
い
ま
す
。
市
と
商
工

会
が
連
携
し
て
、
地
域
の

方
の
健
診
受
診
率
を
上
げ

て
い
く
こ
と
が
重
要
だ
と

思
い
ま
す
が
、
今
後
の
対

応
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

当
市
で
は
、
75
歳

以
上
の
方
に
実
施

し
て
い
る
後
期
高
齢
者
健

康
診
査
、
当
市
の
国
民
健

康
保
険
に
加
入
し
て
い
る

40
歳
か
ら
74
歳
の
方
に
実

施
し
て
い
る
特
定
健
康
診

査
、
39
歳
以
下
の
方
に
実

施
し
て
い
る
健
康
診
査
の

ほ
か
、
８
種
の
が
ん
検
診

を
実
施
し
て
い
ま
す
。
近

年
は
、
感
染
症
の
影
響
で

市
民
の
方
の
健
診
控
え
が

あ
っ
た
と
考
え
て
い
ま

す
。
医
療
機
関
と
の
調
整

の
問
題
も
あ
り
、
現
在
、

個
別
で
の
検
診
を
行
っ
て

い
る
の
は
、
一
部
の
婦
人

科
が
ん
検
診
の
み
に
な
っ

て
い
ま
す
。市
と
し
て
も
、

地
区
健
診
の
周
知
に
努
め

る
な
ど
、
も
っ
と
多
く
の

方
に
受
診
し
て
も
ら
え
る

よ
う
な
取
組
を
進
め
て
い

き
ま
す
。

　

ま
た
、
こ
れ
ま
で
産
業

戦
略
部
で
は
、
商
工
会
が

行
う
事
業
に
対
し
て
商
工

会
事
業
費
補
助
金
と
し
て

補
助
を
行
っ
て
き
ま
し

た
。
今
後
も
商
工
会
法
に

基
づ
い
て
、
補
助
を
行
っ

て
い
き
ま
す
。

受
診
率
向
上
の
た
め
、
個
別

で
受
け
ら
れ
る
検
診
を
も
っ

と
増
や
す
べ
き

戦
略
と
共
通
認
識
を
持
っ
て

事
業
を
進
め
る
べ
き

飯
いい

村
むら

　一
かず

夫
お

石
いし

橋
ばし

　保
やす

卓
たか

動　画

動　画

▲�がん検診が受診できる
会場等の状況。医療機
関で個別受診できる項
目は限られている

検診種別 集団
医療
機関

肺がん ○

胃がん ○

胃がんリスク ○

大腸がん ○

前立腺がん ○

口腔がん ○

子宮頚がん ○ ○

乳がん ○ ○
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動　画

生
涯
で
が
ん
の
た

め
に
亡
く
な
る
人

の
割
合
は
、
男
性
が
４
人

に
１
人
、
女
性
が
６
人
に

１
人
と
言
わ
れ
て
い
ま

す
。
特
に
乳
が
ん
、
子
宮

が
ん
に
つ
い
て
は
、
罹
患

数
が
多
く
、
女
性
で
あ
れ

ば
誰
も
が
か
か
り
得
る
と

て
も
身
近
な
病
気
で
す
。

そ
の
中
で
、子
宮
が
ん
は
、

早
期
に
発
見
が
で
き
れ
ば

適
切
な
治
療
で
治
る
と
言

わ
れ
て
お
り
、
検
診
が
果

た
す
役
割
は
非
常
に
大
き

い
と
思
い
ま
す
。

　

ま
た
、
乳
が
ん
に
か
か

り
や
す
い
年
代
は
40
代
後

半
、
子
宮
頸
が
ん
は
30
代

後
半
と
言
わ
れ
て
い
ま

す
。
そ
の
た
め
、
こ
の
年

代
の
対
象
者
へ
検
診
受
診

を
勧
奨
す
る
取
組
が
重
要

だ
と
考
え
ま
す
。
水
戸
市

で
は
こ
れ
ら
の
方
へ
受
診

勧
奨
の
通
知
を
送
り
、
受

診
率
が
２
倍
に
な
っ
た
と

い
う
話
も
あ
り
ま
す
。
そ

こ
で
、
石
岡
市
の
現
状
と

検
診
受
診
率
向
上
の
た
め

の
取
組
に
つ
い
て
伺
い
ま

す
。

石
岡
市
の
婦
人
科

が
ん
検
診
は
、
集

団
検
診
と
医
療
機
関
検
診

で
実
施
し
て
い
ま
す
。
集

団
検
診
は
土
曜
日
に
実
施

し
て
い
る
回
も
あ
り
ま

す
。
ま
た
、
医
療
機
関
検

診
に
つ
い
て
、
子
宮
が
ん

検
診
は
１
０
４
の
医
療
機

関
、
乳
が
ん
検
診
は
37
の

医
療
機
関
で
検
診
が
可
能

で
す
。
令
和
３
年
度
は
、

子
宮
が
ん
検
診
の
受
診
率

が
11
・
２
％
、
乳
が
ん
検

診
の
受
診
率
は
11
・
１
％

で
し
た
。

　

受
診
率
向
上
の
た
め
の

取
組
と
し
て
、
平
成
24
年

度
か
ら
、
子
宮
が
ん
は
20

歳
、
乳
が
ん
は
40
歳
の
女

性
に
無
料
ク
ー
ポ
ン
を
発

行
し
、
受
診
を
勧
奨
す
る

事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
令
和
３
年
度
か

ら
医
療
機
関
検
診
の
受
診

券
の
発
行
方
法
が
改
善
さ

れ
、
窓
口
に
申
請
に
来
な

く
て
も
電
話
や
電
子
申
請

で
発
行
が
可
能
と
な
り
ま

し
た
。
来
年
度
は
対
象
者

を
選
定
し
て
、
医
療
機
関

受
診
券
の
個
別
通
知
を

行
っ
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

石
岡
駅
周
辺
整
備

事
業
に
つ
い
て
、

私
は
こ
れ
ま
で
も
一
貫
し

て
早
期
完
成
を
要
求
し
て

き
ま
し
た
。
当
市
の
ま
ち

づ
く
り
の
方
向
性
で
あ
る

コ
ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ
・
プ

ラ
ス
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
形

成
に
向
け
、
最
も
効
果
が

期
待
で
き
る
事
業
で
あ
る

と
認
識
し
て
い
ま
す
。
ま

た
、
石
岡
の
顔
と
も
い
え

る
駅
前
を
整
備
す
る
こ
と

で
、
そ
こ
か
ら
伸
び
る
中

心
市
街
地
に
活
気
を
取
り

戻
し
、
さ
ら
に
は
人
口
減

少
へ
の
対
策
や
魅
力
あ
る

郷
土
の
形
成
へ
と
つ
な
が

る
最
大
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

で
あ
る
と
考
え
ま
す
。
そ

こ
で
、
現
在
も
整
備
が
進

め
ら
れ
て
い
る
石
岡
駅
周

辺
整
備
事
業
の
進
捗
状
況

を
伺
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
以
前
よ
り
指

摘
を
し
て
い
る
西
口
の

ロ
ー
タ
リ
ー
の
安
全
性
確

保
、
整
備
事
業
の
案
内
看

板
設
置
に
つ
い
て
の
対
応

状
況
を
伺
い
ま
す
。

西
口
交
流
施
設
、

石
岡
駅
東
口
都
市

公
園
、
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

パ
ー
ク
立
体
駐
車
場
の
各

整
備
に
つ
い
て
は
、
お
お

む
ね
当
初
の
予
定
ど
お
り

整
備
工
事
を
進
め
て
い
る

状
況
で
す
。
Ｂ
Ｒ
Ｔ
専
用

駅
前
広
場
の
整
備
は
、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影

響
か
ら
資
材
の
納
入
に
相

当
期
間
を
要
し
、
令
和
３

年
度
内
の
完
了
が
で
き

ず
、
令
和
４
年
６
月
末
に

完
了
、
７
月
９
日
に
供
用

開
始
予
定
で
す
。

　

ご
指
摘
の
西
口
ロ
ー
タ

リ
ー
の
改
修
に
つ
い
て

は
、銅
像
の
移
設
に
併
せ
、

郵
便
局
側
か
ら
の
進
入
路

に
右
折
レ
ー
ン
を
設
置

し
、車
両
の
流
れ
を
分
け
、

ス
ム
ー
ズ
な
車
両
通
行
を

図
り
ま
す
。
ま
た
、
駅
前

交
番
前
の
カ
ー
ブ
を
緩
く

す
る
対
策
を
行
っ
た
上

で
、
完
成
し
た
ロ
ー
タ

リ
ー
の
通
行
状
況
を
確
認

し
て
い
き
ま
す
。
案
内
看

板
の
設
置
に
つ
い
て
は
、

東
西
自
由
通
路
等
の
ポ
ス

タ
ー
掲
示
板
を
利
用
し
、

事
業
内
容
を
駅
利
用
者
な

ど
に
広
く
周
知
し
て
い
く

予
定
で
す
。

谷
や

田
た

川
がわ

　泰
やすし

新
にっ

田
た

　　茜
あかね

動　画▲７月９日に供用開始された石岡駅バスターミナル

石
岡
駅
周
辺
の
整
備
で
、

魅
力
あ
る
石
岡
へ

個
別
通
知
で
婦
人
科
が
ん

検
診
の
受
診
勧
奨
を

動　画
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近
年
、
高
齢
化
社

会
な
ど
の
様
々
な

要
因
か
ら
、
尿
漏
れ
パ
ッ

ド
を
使
用
さ
れ
て
い
る
方

が
増
え
て
き
て
い
る
よ
う

で
す
。
使
用
し
て
い
る
方

が
安
心
し
て
外
出
で
き
る

よ
う
、
ま
た
、
社
会
復
帰

支
援
の
た
め
に
も
、
庁
舎

な
ど
の
公
共
施
設
や
学
校

な
ど
の
男
子
用
ト
イ
レ
の

個
室
に
サ
ニ
タ
リ
ー
ボ
ッ

ク
ス
を
設
置
す
る
こ
と
は

大
変
重
要
な
こ
と
と
考
え

ま
す
。
ま
た
、
男
子
用
ト

イ
レ
の
個
室
の
ド
ア
の
と

こ
ろ
に
「
サ
ニ
タ
リ
ー

ボ
ッ
ク
ス
が
あ
り
ま
す
」

と
い
う
よ
う
な
表
示
を
し

て
、
利
用
さ
れ
る
方
が
そ

れ
を
一
目
で
見
て
安
心
し

て
利
用
で
き
る
よ
う
配
慮

し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思

い
ま
す
。
さ
ら
に
、
市
内

の
大
型
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
施

設
な
ど
、
商
工
業
事
業
主

の
方
に
も
設
置
に
つ
い
て

検
討
し
て
い
た
だ
き
、
石

岡
市
全
域
で
取
り
組
ん
で

い
け
る
よ
う
声
か
け
を
お

願
い
し
た
い
と
思
い
ま
す

が
、
見
解
を
伺
い
ま
す
。

前
立
腺
が
ん
や
膀

胱
が
ん
な
ど
の
疾

病
に
よ
り
、
尿
漏
れ
パ
ッ

ド
等
を
使
用
し
て
い
る
方

が
来
庁
時
に
安
心
し
て
ご

利
用
い
た
だ
け
る
よ
う
、

細
や
か
な
配
慮
と
し
て
、

ま
た
、
衛
生
面
の
観
点
か

ら
も
、
ま
ず
は
本
庁
舎
に

お
い
て
、
各
階
に
あ
る
男

性
用
ト
イ
レ
と
屋
外
ト
イ

レ
の
そ
れ
ぞ
れ
１
か
所
の

個
室
、
計
８
室
に
サ
ニ
タ

リ
ー
ボ
ッ
ク
ス
を
設
置
し

た
い
と
考
え
ま
す
。な
お
、

サ
ニ
タ
リ
ー
ボ
ッ
ク
ス
の

設
置
に
当
た
っ
て
は
、
必

要
と
す
る
方
に
分
か
り
や

す
い
よ
う
な
表
示
を
心
が

け
て
い
き
ま
す
。

　

ま
た
、
男
性
が
利
用
で

き
る
サ
ニ
タ
リ
ー
ボ
ッ
ク

ス
を
設
置
す
る
こ
と
に
よ

り
、
公
共
施
設
な
ど
を
利

用
す
る
市
民
の
方
が
外
出

先
で
も
困
ら
ず
に
行
動
で

き
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま

す
。
施
設
の
状
況
を
踏
ま

え
、
必
要
な
箇
所
に
つ
い

て
設
置
に
向
け
て
取
り
組

ん
で
い
き
ま
す
。

今
年
４
月
に
改
定

さ
れ
た
石
岡
地
域

医
療
計
画
で
は
、
病
院
の

再
編
統
合
な
ど
が
書
か
れ

て
い
た
第
５
章
が
削
除
さ

れ
ま
し
た
。
ま
た
、
第
４

章
の
中
に
、
基
本
理
念
の

実
現
の
た
め
に
必
要
な
医

療
対
策
と
し
て
13
項
目
の

対
策
が
書
か
れ
て
い
ま
す

が
、そ
の
一
番
初
め
に「
医

療
資
源
の
集
約
化
や
医
師

を
呼
び
込
め
る
医
療
機
関

（
中
核
病
院
等
）
の
整
備
」

と
書
か
れ
て
い
ま
す
。
最

初
の
医
療
計
画
の
と
き

は
、
医
療
機
関
、
中
核
病

院
の
整
備
と
い
う
の
は
公

立
病
院
の
こ
と
を
指
し
て

い
た
か
と
思
い
ま
す
が
、

今
回
改
定
し
た
計
画
に
も

引
き
続
き
掲
載
さ
れ
て
い

る
た
め
、
市
長
は
公
立
病

院
を
諦
め
て
い
な
い
の
か

も
し
れ
な
い
と
私
は
思
う

わ
け
で
す
。
医
師
会
病
院

が
な
く
な
り
、
民
間
の
病

院
に
移
っ
た
今
、
当
市
で

ど
の
よ
う
に
し
た
ら
公
立

病
院
が
で
き
る
の
か
伺
い

ま
す
。

　

市
長
が
選
挙
に
お
い
て

大
き
な
公
約
を
掲
げ
、
と

ん
挫
し
た
わ
け
で
す
の

で
、
市
民
と
の
約
束
に
対

す
る
市
長
の
け
じ
め
に
つ

い
て
伺
い
ま
す
。

市
長
の
選
挙
公

約
、
市
長
選
挙
に

つ
い
て
は
、
地
域
に
必
要

な
医
療
体
制
を
整
備
す
る

上
で
、
病
床
確
保
の
必
要

性
の
ほ
か
、
公
立
病
院
整

備
等
に
つ
い
て
は
有
効
な

手
段
の
１
つ
と
し
て
訴
え

て
き
た
と
こ
ろ
で
す
。
そ

の
後
、
残
念
な
が
ら
、
病

院
の
再
編
統
合
の
公
立
化

は
提
案
が
撤
回
さ
れ
、
実

現
不
可
能
と
な
り
ま
し

た
。
再
編
統
合
と
い
う
医

療
計
画
で
な
け
れ
ば
、
公

的
病
院
は
難
し
い
と
考
え

て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

今
後
も
地
域
に
必
要
な

医
療
体
制
の
整
備
の
た
め

に
、
公
立
・
民
間
に
こ
だ

わ
ら
ず
、
課
題
を
個
別
に

解
決
し
て
い
く
こ
と
を
基

本
に
必
要
な
対
策
を
検
討

す
る
と
と
も
に
、
行
政
と

し
て
で
き
る
対
応
を
し
っ

か
り
考
え
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

髙
たか

野
の

　　要
かなめ

玉
たま

造
づくり

　由
よし

美
み

動　画

▲�定例会後の６月下旬、市役所
本庁舎の男性用トイレにサニ
タリーボックスが設置された

市
長
の
公
立
病
院
に
つ
い
て

の
総
括
、
市
民
へ
の
説
明
は

男
子
用
ト
イ
レ
へ
の

サ
ニ
タ
リ
ー
ボ
ッ
ク
ス
設
置
の

推
進
を

動　画

▲改定後の計画は、市ホームページで閲覧できる

地域医療計画
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動　画

グ
リ
ー
ン
ス
ロ
ー

モ
ビ
リ
テ
ィ
は
、

移
動
制
限
者
の
外
出
の
機

会
の
創
出
や
地
域
活
性
化

の
た
め
に
も
早
期
の
導
入

が
望
ま
れ
る
と
こ
ろ
で

す
。
昨
年
度
、
南
台
地
区

で
中
型
の
電
気
バ
ス
を

使
っ
た
実
証
実
験
を
行
い

ま
し
た
が
、
か
な
り
好
評

を
得
て
い
た
と
思
い
ま

す
。
そ
こ
で
、
今
後
は
ど

の
よ
う
な
実
証
実
験
を
考

え
て
い
る
の
か
、
ま
た
、

本
格
導
入
ま
で
の
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
に
つ
い
て
伺
い

ま
す
。

　

他
市
町
村
で
は
、
地
元

の
企
業
か
ら
ド
ラ
イ
バ
ー

を
１
日
単
位
で
派
遣
し
て

い
た
だ
い
て
、
そ
の
代
わ

り
に
企
業
名
を
カ
ー
ト
に

つ
け
る
な
ど
、
民
間
企
業

と
協
力
し
て
事
業
を
行
っ

て
い
る
と
こ
ろ
も
あ
り
ま

す
。
グ
リ
ー
ン
ス
ロ
ー
モ

ビ
リ
テ
ィ
を
導
入
す
る
上

で
の
財
政
面
の
負
担
を
軽

減
す
る
た
め
に
も
、
こ
う

い
っ
た
民
間
企
業
と
の
協

力
に
つ
い
て
考
え
る
必
要

が
あ
る
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

今
年
度
は
９
月
下

旬
か
ら
12
月
に
か

け
て
、
８
人
乗
り
の
バ
ス

型
の
電
気
自
動
車
を
使
用

し
、石
岡
駅
や
商
業
施
設
、

公
共
施
設
を
周
回
す
る
３

ル
ー
ト
で
の
実
証
運
行
を

予
定
し
て
い
ま
す
。
設
置

さ
れ
た
バ
ス
停
を
定
時
刻

に
経
由
す
る
形
で
、
ル
ー

ト
上
で
の
自
由
乗
降
は
、

交
通
量
や
安
全
の
確
保
に

留
意
し
、
試
験
走
行
を

行
っ
た
上
で
決
定
し
て
い

き
ま
す
。
本
格
導
入
向
け

て
、
実
証
実
験
の
結
果
を

精
査
し
、
来
年
度
以
降
の

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
も
検
討
し

て
い
き
ま
す
。

　

ま
た
、
グ
リ
ー
ン
ス

ロ
ー
モ
ビ
リ
テ
ィ
事
業
の

本
格
導
入
を
考
え
る
上

で
、
事
業
効
果
や
費
用
対

効
果
が
課
題
に
な
り
ま

す
。今
後
は
、ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
参
画
も
視
野
に
入

れ
、
協
力
い
た
だ
い
た
企

業
の
名
前
を
車
両
や
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
掲
示
す
る
な

ど
、
民
間
と
連
携
し
て
事

業
展
開
を
し
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

石
岡
市
観
光
協
会

を
法
人
化
す
る
動

き
に
つ
い
て
、
昨
年
度
の

予
算
に
は
、
観
光
協
会
法

人
化
調
査
委
託
料
が
計
上

さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
ど

の
よ
う
な
調
査
を
行
っ
た

の
か
伺
い
ま
す
。

　

観
光
協
会
の
法
人
化
に

つ
い
て
は
、
数
年
前
か
ら

観
光
協
会
の
中
で
協
議
、

検
討
さ
れ
て
き
ま
し
た

が
、
そ
の
た
び
に
色
々
な

不
都
合
が
出
て
き
て
、
進

捗
が
遅
れ
て
き
た
と
聞
い

て
い
ま
す
。
隣
接
し
て
い

る
つ
く
ば
市
、
土
浦
市
、

笠
間
市
、
小
美
玉
市
で
は

10
年
以
上
前
に
法
人
化
さ

れ
て
い
る
の
に
、
ど
う
し

て
石
岡
市
は
法
人
化
し
て

こ
な
か
っ
た
の
で
し
ょ
う

か
。
今
後
は
迅
速
に
、
ス

ケ
ジ
ュ
ー
ル
の
と
お
り
に

設
立
で
き
る
よ
う
努
力
し

て
も
ら
い
た
い
と
考
え
ま

す
。
ま
た
、
市
長
は
、
こ

の
事
業
を
行
う
こ
と
に

よ
っ
て
ど
の
よ
う
な
メ

リ
ッ
ト
を
考
え
て
い
る
の

か
伺
い
ま
す
。

石
岡
市
に
ふ
さ
わ

し
い
観
光
協
会
の

在
り
方
の
方
向
性
を
示
す

た
め
、
観
光
協
会
を
法
人

化
し
て
い
る
事
例
等
の
調

査
を
行
い
、
法
人
化
に
際

し
て
の
留
意
点
、
法
人
化

す
る
こ
と
で
今
後
可
能
と

な
る
事
業
等
を
整
理
し
ま

し
た
。
組
織
形
態
と
し
て

は
、
一
般
社
団
法
人
と
株

式
会
社
が
候
補
と
な
っ
て

い
ま
す
。
今
後
は
、
令
和

６
年
４
月
の
法
人
設
立
を

目
指
し
、
観
光
協
会
内
に

法
人
設
立
準
備
会
を
組
織

し
て
、
協
会
会
員
の
合
意

形
成
を
図
り
な
が
ら
事
業

計
画
等
を
策
定
し
て
い
く

予
定
で
す
。

　

法
人
化
す
る
こ
と
で
幅

広
い
活
動
が
可
能
と
な

り
、
観
光
に
お
け
る
お
も

て
な
し
力
が
向
上
し
、
交

流
人
口
の
増
加
に
つ
な
が

る
な
ど
、
石
岡
市
に
大
き

な
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
と
考

え
て
い
ま
す
。
今
後
も
、

観
光
協
会
と
協
働
、
連
携

の
下
で
観
光
振
興
を
進
め

て
い
き
ま
す
。

関
せき

口
ぐち

　忠
ただ

男
お

鈴
すず

木
き

　康
やす

仁
ひと

動　画▲令和６年４月の法人化を目指す（画像は観光協会ホームページより）

石
岡
市
観
光
協
会
の
法
人
化

を
迅
速
に
進
め
て
ほ
し
い

グ
リ
ー
ン
ス
ロ
ー
モ
ビ
リ

テ
ィ
の
早
期
導
入
に
向
け
た

今
後
の
予
定
は

▲�令和３年 11 月 10 日～ 11 月 28 日の間に行われた
グリーンスローモビリティ実証調査事業の実績

ルート種別 運行日数 利用者数
１日当たり
利用者数

南台ルート ９日間 ３８６人 ４２.９人

ばらき台ルート ９日間 ６３５人 ７０.５人

合計 １８日間 １,０２１人 ５６.７人
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複
合
文
化
施
設
の

建
設
予
定
地
と
し

て
、
イ
ベ
ン
ト
広
場
と
駅

東
地
区
が
挙
げ
ら
れ
て
い

ま
す
。
イ
ベ
ン
ト
広
場
と

し
た
場
合
に
、
追
加
で
発

掘
調
査
が
必
要
に
な
る
の

か
、
そ
の
見
通
し
に
つ
い

て
伺
い
ま
す
。
イ
ベ
ン
ト

広
場
の
土
地
を
購
入
し
た

当
時
、
相
当
な
お
金
と
労

力
を
か
け
て
「
図
書
館
を

核
と
し
た
複
合
施
設
」
計

画
が
作
成
さ
れ
ま
し
た

が
、
こ
れ
を
生
か
す
こ
と

が
で
き
る
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

　

駅
東
地
区
に
関
し
て

は
、
市
民
か
ら
、
あ
の
広

さ
で
は
と
て
も
無
理
で
は

な
い
か
と
い
う
心
配
の
声

を
聞
き
ま
す
。
床
面
積
は

足
り
る
の
か
、
ど
の
よ
う

な
構
造
を
予
定
し
て
い
る

の
か
伺
い
ま
す
。

　

ま
た
、
片
一
方
の
土
地

に
詰
め
込
む
の
で
は
な

く
、
両
方
の
土
地
に
そ
れ

ぞ
れ
の
利
点
に
あ
っ
た
施

設
を
建
設
す
る
こ
と
で
、

よ
り
よ
い
石
岡
の
ま
ち
づ

く
り
に
つ
な
が
る
と
思
い

ま
す
が
、
そ
の
考
え
が
あ

る
の
か
伺
い
ま
す
。

イ
ベ
ン
ト
広
場
に

決
定
し
た
場
合

は
、
県
と
協
議
し
て
発
掘

調
査
の
範
囲
を
確
定
し
ま

す
が
、
工
事
の
影
響
が
あ

る
範
囲
全
て
に
調
査
が
行

わ
れ
る
と
考
え
て
い
ま

す
。
ま
た
、
過
去
の
計
画

案
に
つ
い
て
は
、
す
で
に

10
年
以
上
経
過
し
て
お

り
、
当
時
の
設
計
と
は
計

画
が
異
な
る
た
め
、
そ
の

ま
ま
生
か
す
こ
と
は
難
し

い
と
考
え
ま
す
。

　

駅
東
地
区
は
、
鹿
島
鉄

道
跡
地
と
駅
東
駐
車
場
の

２
つ
の
敷
地
を
活
用
す
る

こ
と
で
、
面
積
を
確
保
で

き
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

建
物
本
体
が
３
階
建
て
、

駐
車
場
は
３
階
か
ら
４
階

の
立
体
駐
車
場
を
想
定
し

て
い
ま
す
。

　

候
補
地
の
両
方
に
施
設

を
分
け
て
建
設
す
る
こ
と

に
つ
い
て
は
、
石
岡
市
公

共
施
設
等
総
合
管
理
計
画

の
基
本
方
針
に
よ
り
、
構

想
段
階
か
ら
複
合
化
を
優

先
し
て
検
討
し
て
お
り
、

コ
ス
ト
の
面
か
ら
も
２
施

設
の
建
設
は
困
難
だ
と
思

わ
れ
ま
す
。

石
岡
の
将
来
を
担

う
大
切
な
人
材
で

あ
り
財
産
で
あ
る
子
ど
も

た
ち
が
通
う
学
校
の
環
境

整
備
に
係
る
経
費
に
つ
い

て
、
予
算
化
の
流
れ
と
令

和
４
年
度
の
予
算
化
の
実

績
を
伺
い
ま
す
。

　

施
設
整
備
修
繕
費
に
つ

い
て
は
、
毎
年
の
よ
う
に

増
額
を
求
め
る
要
望
が
上

が
っ
て
い
る
中
で
、
予
算

化
の
対
応
も
限
定
的
に

な
っ
て
い
る
と
認
識
し
て

い
ま
す
。
先
生
方
の
働
き

方
改
革
も
含
め
、
業
務
環

境
の
改
善
に
係
る
要
望
を

実
現
し
て
い
く
こ
と
は
、

子
ど
も
た
ち
の
教
育
環
境

の
充
実
に
不
可
欠
で
あ
る

と
考
え
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ

前
向
き
に
検
討
い
た
だ
き

た
い
と
思
い
ま
す
。
石
岡

で
教
育
を
受
け
さ
せ
た

い
、
子
育
て
を
し
た
い
と

思
え
る
環
境
を
整
え
る
た

め
の
費
用
で
あ
れ
ば
、
無

駄
な
も
の
で
は
な
い
と
考

え
ま
す
。
小
中
学
校
の
環

境
整
備
に
向
け
て
、
今
後

ど
う
い
っ
た
方
針
で
ど
の

よ
う
に
取
り
組
む
の
か
、

見
解
を
伺
い
ま
す
。

予
算
に
つ
い
て

は
、
校
長
会
が
中

心
と
な
り
取
り
ま
と
め
た

要
望
を
も
と
に
、
各
種
計

画
と
の
整
合
、
過
年
度
の

実
績
、
各
学
校
の
状
況
を

踏
ま
え
て
要
求
を
す
る
と

い
う
流
れ
に
な
り
ま
す
。

令
和
４
年
度
は
、
公
務
の

オ
ン
ラ
イ
ン
化
、
Ｗ
ｉ
Ｆ

ｉ
環
境
の
強
化
に
つ
い
て

予
算
化
が
実
現
し
て
い
ま

す
。修
繕
費
に
つ
い
て
は
、

緊
急
性
が
高
い
も
の
、
安

全
に
関
わ
る
も
の
を
優
先

し
進
め
て
い
ま
す
が
、
改

修
時
期
と
老
朽
化
が
重
な

り
、
対
応
が
追
い
付
い
て

い
な
い
状
況
に
あ
り
ま

す
。

　

ご
指
摘
の
と
お
り
、
石

岡
の
未
来
を
作
る
の
は
教

育
で
あ
る
と
考
え
ま
す
。

学
校
と
の
連
携
を
図
り
、

共
通
認
識
の
下
、
一
つ
一

つ
丁
寧
に
対
応
し
な
が

ら
、
必
要
な
予
算
の
確
保

に
努
め
、
安
全
で
快
適
に

学
べ
る
学
校
施
設
の
整

備
・
充
実
、
学
校
教
育
の

質
の
向
上
を
図
っ
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

村
むら

上
かみ

　泰
やす

道
みち

小
こ

松
まつ

　豊
とよ

正
まさ

動　画

▲�（上）イベント広場�
（中・下）駅東地区

子
ど
も
た
ち
の
教
育
環
境
充

実
の
た
め
、
積
極
的
な
学
校

環
境
の
改
善
を

複
合
文
化
施
設

建
設
予
定
地
の
そ
れ
ぞ
れ
の

課
題

動　画



一般質問

いしおか市議会だより　第84号
令和４年９月1日　発行

14

特
別
史
跡
な
ど
を

紹
介
す
る
企
画
展

の
会
場
と
し
て
使
用
さ
れ

て
い
る
ふ
る
さ
と
歴
史
館

は
、
老
朽
化
と
狭
い
展
示

ス
ペ
ー
ス
と
い
う
課
題
を

抱
え
て
い
ま
す
。
令
和
２

年
３
月
定
例
会
の
一
般
質

問
の
際
に
、
ふ
る
さ
と
歴

史
館
の
今
後
の
在
り
方
と

し
て
、
改
め
て
城
南
中
学

校
跡
地
に
機
能
移
転
で
き

な
い
か
と
伺
っ
た
と
こ

ろ
、
機
能
移
転
の
検
討
に

当
た
り
、
関
係
す
る
計
画

や
市
民
ニ
ー
ズ
と
調
整
を

図
り
な
が
ら
進
め
て
い
き

た
い
と
い
う
答
弁
を
受

け
、
間
も
な
く
２
年
が
経

ち
ま
す
。
そ
の
後
、
機
能

移
転
や
再
配
置
の
検
討
が

ど
の
よ
う
に
進
捗
し
た
の

か
伺
い
ま
す
。

　

次
に
、
文
化
財
の
散
逸

や
滅
失
を
避
け
な
が
ら
、

保
存
と
活
用
を
適
正
に
進

め
て
い
く
た
め
に
は
、
文

化
財
の
保
存
会
や
市
民
団

体
、
教
育
、
研
究
機
関
と

の
連
携
が
必
要
不
可
欠
と

考
え
ま
す
が
、
見
解
を
伺

い
ま
す
。ふ

る
さ
と
歴
史
館

は
、
老
朽
化
や
展

示
ス
ペ
ー
ス
の
狭
小
に
よ

り
新
た
な
展
示
会
が
で
き

ず
、
常
設
展
と
企
画
展
を

実
施
し
て
い
る
現
状
で

は
、
増
築
や
建
替
え
等
が

困
難
な
状
況
と
な
っ
て
い

ま
す
。
ま
た
、
市
民
や
来

訪
者
か
ら
、
展
示
の
充
実

を
求
め
る
意
見
等
を
い
た

だ
い
て
い
る
状
況
と
認
識

し
て
い
ま
す
。
旧
城
南
中

学
校
に
つ
い
て
は
、
機
能

移
転
の
候
補
地
の
１
つ
と

な
っ
て
お
り
、
現
時
点
で

ま
だ
最
終
決
定
に
は
至
っ

て
い
ま
せ
ん
が
、
有
力
な

候
補
地
の
１
つ
と
し
て
検

討
を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ

で
あ
り
、
今
年
度
中
に
は

方
向
性
を
決
定
し
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

　

市
内
に
存
在
す
る
文
化

財
は
量
も
非
常
に
多
く
、

性
質
や
時
代
背
景
が
異
な

る
な
ど
多
種
多
様
で
、
職

員
だ
け
で
は
行
き
届
か
な

い
点
も
あ
り
ま
す
。
各
文

化
財
の
保
存
団
体
、
市
民

の
皆
様
や
研
究
者
、
専
門

家
の
お
力
添
え
を
い
た
だ

き
な
が
ら
、
文
化
財
の
保

護
、
保
存
及
び
周
知
活
用

を
図
っ
て
い
き
た
い
と
考

え
ま
す
。

石
岡
市
の
人
口
は

減
少
の
一
途
を
た

ど
っ
て
い
る
中
、
今
年
３

月
の
人
口
減
が
近
隣
市
町

村
の
中
で
も
群
を
抜
い
て

い
る
と
い
う
結
果
が
発
表

さ
れ
、愕
然
と
し
ま
し
た
。

本
年
の
市
長
の
施
政
方
針

で
示
さ
れ
た
リ
ー
デ
ィ
ン

グ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
中
に

は
、
人
口
減
少
に
対
す
る

具
体
的
な
対
策
は
示
さ
れ

ず
、
危
機
感
を
持
っ
て
い

る
の
か
疑
問
に
感
じ
ま
す
。

　

人
口
減
少
を
食
い
止
め

る
に
は
、
人
口
増
に
成
功

し
て
い
る
先
進
自
治
体
を

参
考
に
、
共
働
き
子
育
て

世
代
に
タ
ー
ゲ
ッ
ト
を
絞

り
、
子
ど
も
を
産
み
育
て

る
た
め
の
住
み
や
す
い
環

境
を
整
え
、
戦
略
的
に
人

口
減
少
対
策
を
行
う
必
要

が
あ
る
と
考
え
ま
す
。
そ

の
上
で
、
石
岡
市
独
自
の

本
当
に
際
立
っ
た
施
策
を

実
施
し
な
け
れ
ば
、
こ
の

問
題
は
解
決
し
な
い
と
考

え
ま
す
。
そ
こ
で
、
将
来

を
見
据
え
ど
の
よ
う
な
施

策
を
行
っ
て
い
く
の
か
、

考
え
を
伺
い
ま
す
。

第
２
期
の
ま
ち
・

ひ
と
・
し
ご
と
創

生
石
岡
市
総
合
戦
略
の
中

で
、
４
つ
の
基
本
目
標
、

14
の
施
策
、
37
の
取
組
を

行
っ
て
お
り
、
特
に
20
代

か
ら
40
代
の
結
婚
、出
産
、

子
育
て
を
行
う
世
代
が
安

心
し
住
み
た
く
な
る
ま
ち

づ
く
り
や
、
重
層
的
な
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
づ
く
り
の

支
援
、
関
係
人
口
の
増
加

を
重
点
的
に
施
策
の
展
開

を
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

令
和
６
年
度
ま
で
に
累
計

移
住
者
数
５
０
０
人
を
目

指
す
な
ど
、
具
体
的
な
数

値
目
標
を
設
定
し
、
取
り

組
ん
で
い
き
ま
す
。

　

本
市
の
人
口
減
少
を
極

め
て
重
要
な
課
題
と
捉

え
、
石
岡
市
が
持
続
可
能

な
ま
ち
で
あ
る
よ
う
、
あ

ら
ゆ
る
選
択
肢
を
踏
ま

え
、
必
要
な
対
策
を
講
じ

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。
人
口
の
奪
い
合
い

で
は
な
く
、
自
治
体
が
お

互
い
の
個
性
や
魅
力
を
出

し
合
い
な
が
ら
、
広
域
的

に
共
に
歩
ん
で
い
け
る
未

来
を
目
指
し
て
い
き
ま
す
。

川
かわ

井
い

　幸
こう

一
いち

山
やま

本
もと

　　進
すすむ

動　画

▲老朽化が進んでいるふるさと歴史館

人
口
減
少
対
策

危
機
感
を
持
ち
、
市
独
自
の

際
立
っ
た
施
策
を

ふ
る
さ
と
歴
史
館

旧
城
南
中
へ
の
機
能
移
転
の

検
討
状
況
は

動　画

▲�令和４年３月（１か月間）
における近隣市町村の人
口増減（茨城県資料より
作成）

市町村
人口増減

（単位：人）

石岡市 －２２０

土浦市 －７９

笠間市 －１２３

つくば市 ＋３８８

かすみがうら市 －５２

桜川市 －９４

小美玉市 －１１０
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常任委員会の活動
　石岡市議会には３つの常任委員会が置かれており、各委員会は、担当する部門に関する市の業務
内容の調査や、議案と請願・陳情の審査などを行っています。委員会は議会の閉会中も開催してお
り、積極的な議論が交わされています。
　ここでは、最近の委員会において議論された主な内容をご紹介します。

総務企画委員会 戦略的情報発信
　６月 20日の委員会において、執行部から、今年
度の戦略的情報発信に関して説明を受けました。「❶
市ホームページが利用者の使い勝手の面などで不足
する部分が目立ってきたため、全面的にリニューア
ルを実施し、誰もが使いやすい機能性、デザイン性
への改修、検索機能の強化を目指す」「❷市公式Ｌ
ＩＮＥの９月中の運用開始に向け、市ホームページ
と連携して、必要な情報に素早くアクセスできる機
能や、利用者が選択式で目的の情報にたどり着ける
機能などの導入を予定」との説明に対し、委員から

は、情報発信ツールのみを紹介するチラシがあって
もいいのではといった意見や、独自性をもった利用
しやすいリニューアルを望むといった意見が出さ
れ、執行部からは、利用者
の方が欲しいと思う情報
に素早くたどり着けるこ
とを第一のコンセプトに、
全庁的な会議、打合せ等の
中で検討していきたいと
の答弁がありました。

文教厚生委員会 第１保育所園庭の現地調査
　第１保育所において、児童が安心して遊べる環境
を確保するために令和３年度から工事が進められて
いた園庭が本年５月に完成し、５月19日の委員会で
現地調査を行いました。
　これまで第１保育所の児童たちは、外遊びの際、
100メートル以上離れた旧第１保育所の園庭まで歩
いていく必要がありましたが、今回、保育室のすぐ
目の前に整備された園庭には、砂場や、市内からの
寄附などにより整備された遊具等が設置されており、
楽しそうに遊ぶ子どもたちの笑顔が見られました。

　現地調査終了後の委員会では、委員から、将来的
に石岡小学校と他校との統合が計画されている中で、
石岡小学校内にある第１保育所の今後の在り方につ
いての質問がなされ、執行部
からは、小学校の統合により
現在の場所が使えなくなった
際には、その時点の保育需要
を注視しながら見直し等を検
討していくとの答弁がありま
した。

▲�第１保育所に新たに整備さ
れた園庭の現地調査を実施

産業建設委員会 石岡駅周辺整備事業
　６月 21日の委員会では、執行部から、石岡駅周
辺整備事業の西口交流施設駐車場の整備について、
これまでの委員会などでの意見を踏まえた３つの案
が提示されました。駐車台数が現状の 18台と同程
度の 17台を確保でき、共用スペースと倉庫スペー
スを分割した上で、３階部分をステーションパーク
ステージ出演者の楽屋や荷物置場としても使え、倉
庫スペースを最大限広く取れるものを採用したいと
の説明があり、また、建築費用についても、国の補
助金を使いながら、２億円から２億 5,000 万円ま

での範囲で建築したいとの説明がありました。
　委員からは、３階建ての必要があるのか、エレベー
ターや扉の大きさなどについて本当に適切であるの
かなどの質問のほか、本当に
必要なもの、利用してもらえ
るものを造るべきとの意見、
造った後にやり直しをする
ことがないよう真剣に取り
組んでほしいとの意見があ
りました。

▲�ステーションパーク脇
の駐車場・駐輪場エリ
アに整備を予定

▲�市ホームページの全面的
リニューアルを実施予定



環境にやさしい植物油インキを使用しています。
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編集後記
　いしおか市議会だより第８４号をお届けいたします。
　今年に入り、つくばエクスプレス（ＴＸ）の延伸に各
自治体が力を入れているさまを、ニュースなどでご覧に
なった市民の方も多いことと思います。
　ＴＸ延伸に関しては、平成３０年に石岡・土浦・つくば・
かすみがうら・行方・鉾田・小美玉の７市議会が団結し
て「ＴＸ茨城空港延伸期成同盟会」を立ち上げ、県への
要望活動などを精力的に行ってきました。
　仮に石岡市を経由して延伸された場合、喫緊の課題
である人口減少対策や、地域経済の発展に大きく寄与す
ることは想像に難くありません。その一方で、建設費や
その財源が明確になっていないなどの課題もあります。
チェック機能としての議会の視点を常に忘れず、延伸推
進の取組に当たっていきたいと思います。
　議会及び議員活動へのご意見等がございましたら、お
気軽にお寄せください。（川井）

●議会広報委員会
委員長　関口　忠男	 副委員長　玉造　由美
委　員　石橋　保卓	 委　員　櫻井　　茂
委　員　川井　幸一	 委　員　鈴木　康仁

請願・陳情

　請願とは、憲法に定められている国民の権利の１つで、国または地方公共団体
の機関に対して意見や希望を述べることをいいます。
　請願の提出には議員の紹介が必要となりますが、石岡市議会では、議員の紹介
がない「陳情」も含めて受付を行い、議会で審査しています。

請願・陳情
～あなたの声をお寄せください～

月　日 内　　容 場　所 中継

８月３０日（火） 開会日（議案の提案理由説明など） 本会議場 ○

９月 ５日（月） 一般質問 本会議場 ○

９月 ６日（火） 一般質問 本会議場 ○

９月 ７日（水） 一般質問 本会議場 ○

９月 ８日（木） 議案質疑 本会議場 ○

９月 ９日（金） 文教厚生委員会 委員会室 ×

９月１２日（月） 総務企画委員会 委員会室 ×

９月１３日（火） 産業建設委員会 委員会室 ×

９月１４日（水） 複合文化施設建設特別委員会、議会運営委員会
全　　員
協議会室 ×

９月１５日（木） 閉会日（議案の採決など） 本会議場 ○

第３回定例会の予定 9

※デジタルブック配信は、発行日からおおむね１週間以内に行っています。
※アプリ本体の利用は無料。ダウンロードや閲覧に必要な通信費は利用者負担となります。

　「いしおか市議会だより」は、紙媒体での配布やホームページへの掲載とあわせ、10 言
語翻訳や音声読み上げ機能を持つ「カタログポケット（カタポケ）」と、県内自治体の広報
紙などが集約された「ibaraki ebooks（イバラキイーブックス）」でデジタルブック配信
しています。スマートフォンやタブレットなどで、ぜひアクセスしてみてください！

▲カタログポケット ▲ ibaraki ebooks

いしおか市議会だより、
デジタルブック配信中！

これまでに寄せられた請
願・陳情の内容や審査結
果、詳しい提出方法は二
次元コードから

　請願・陳情は、議会事務局で受付をしています。
　ただし、受理後の直近の定例会で審査できるのは、原則として
定例会開会日の約２週間前に開かれる議会運営委員会の２日前

（土日祝日含まず）の午後３時までに提出された分です。これ以
降に提出された請願・陳情は、結論が出るのは次の定例会以降と
なります。

　請願・陳情には、特に書式等の決まりはありません。
　ただし、提出される方が個人の場合は署名と住所又は記名・押印
と住所を、法人の場合は代表者の署名又は記名・押印と法人名称・
所在地を記載の上、請願・陳情の要旨を簡潔に記載してください。
　請願の場合は、さらに、紹介する石岡市議会議員の署名又は記名・
押印が必要です。　※右の記載例参照

提
出
時
期

書
　
　
式

件名
　例：○○に関する請願書 ( 陳情書 )

趣旨（本文）

令和　年　月　日
　　石岡市議会議長　殿

提出者　住所
　　　　氏名 ( 署名又は記名・押印 )
紹介議員（※請願の場合のみ）
　　　　氏名 ( 署名又は記名・押印 )

【記載例】


